


 

 

第 15 回、第 16 回まちづくり協議会では、検討テーマ「①災害時の避難、消防車や救急車の通行しやすい道路の整備」に関する内容として、「私道と 2 項道路（みなし道路）」と「道路ネットワーク

等の考え方/道路幅員と防災上の役割」について学びました。 

ここでは、学んだ内容の一部と会員の皆さまからいただいたご意見をご紹介します。 

 

 

  

 

 

  

協議会での取り組み内容とご意見 

第１６回まちづくり協議会（書類送付形式） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 説 明 該当する道路 

主要道路網 都市の骨格を形成する道路網 
幹線道路（山手通りや要町通り） 

池袋副都心アプローチ道路 

地区道路網 

主要道路で囲まれた区域内の交通を分

担し、災害時の消火活動など地区の防災

活動を支える道路網 

補助幹線道路（補助 172 号線） 

地区道路 

生活道路 日常生活を支える最も身近な道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５回まちづくり協議会（書類送付形式） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路法に定められた道路以外で、個人または企業等が所有する土地を道路として使用し

ているものを私道と呼びます。 

つまり、私道は所有者の財産であり、国や都、区が工事を行うことができないため、道

路の維持管理は所有者である個人または企業等が行うことになります。 

 

2 項道路は、『建築基準法』に定められた道路の１つで、建築基準法の制定時（1950

年）に定められました。建築基準法施行時に、その道に沿って建築物が建ち並んでいた幅

員 1.8ｍ以上 4ｍ未満の道のことで、『みなし道路』とも呼ばれます。 

建物を建てる際には、建築基準法に定められた道路（原則４ｍ以上）に２ｍ以上接しな

ければならないという条件（接道義務）があるため、建替えの際には道路中心から２ｍ後

退する必要があります（セットバック）。 

 

 

 

 

 

 

 

道路に関する法律 

２ ３ 

 

・「道路」というものに、色々な法律がある事を知った。 

・私道が地区内に多いことに驚いた。 

・私道が多い地区のため、私道も整備していけるとよい。 

・みなし道路に対して具体的にどのように対策するか検討が必要だと思う。 

・どのくらいの道路幅員があれば防災効果があるのか知りたい。 

 

私道について 

２項道路（みなし道路）について 

会員の皆さまからいただいたご意見 

道路法 
道路法では、下記①～④の道を「道路」として定めています。 

【①高速自動車国道、②一般国道、③都道府県道、④区市町村道】 

建築基準法に定められた道路は、原則、幅員４ｍ以上のものをいい、 

道路法の道路も含まれます。(法 42 条１項１号～５号道路) 

建築基
準法 

道路網の役割と形成の方針 

道路幅員と防災上の役割 

道路網は、自動車交通の利便性向上にとどまらず、

防災性向上や生活基盤を形成する役割を担います。 

豊島区では道路が担う役割に応じて、 

●主要道路網  ●地区道路網 ●生活道路 

に 3 区分し、体系的な道路網の形成を目指しています。 

道路の区分イメージ 

消防活動に必要な道路幅員としては、一般的

に 6m とされています。 

その理由は、消防車の車幅に加え、消防活動

スペースや他の車両（消防車含む）が通り抜け

られるスペースを確保するためです。 

 

道路幅員のイメージ 

2.3m 2.3m 1m 

6m 

東京都では、都市計画道路の整備に合わせた沿道建築物の不燃化により、「延焼遮断帯」

の形成をめざしています。延焼遮断帯とは、市街地火災の延焼を阻止する機能を果たす

道路や河川等の都市施設及び、近接する耐火建築物等により構成される帯状の不燃

空間で、震災時の避難経路、救援活動時の輸送ネットワークなどの機能も担います。 

 

『延焼遮断帯』 

って？ 




